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1．はじめに
生物多様性の保全及び外来種対策の重要性は、

「生物多様性国家戦略 2012-2020」など様々な場で
位置付けられ、近年では認識されたと言える。国
際的にも生態系保全のための国別目標である「愛
知目標」において、生物多様性の損失に歯止めを
かけるための具体的な目標の一つとして、侵略的
外来種への対応が求められている。
国内各地においても、多くの外来種対策が実施
され、その幾つかでは根絶が実現されるなどの成
果が報告されている。一方、被害が認められなが
らも対策が進まない例や、長年にわたる対策に反
して拡散が止められない実態、さらに法律上の手
続きや関連機関との調整など、対策に関わる様々
な課題に悩まされる場面は未だ多いと言える。
国土交通省では河川における外来種対策につい
て、平成 10 年に「外来種影響・対策検討会」を立
ち上げて以降、外来種の現状・影響・対策に関す
る調査・検討を重ねるとともに、その成果を指針
や事例集として広く配布するなど、各地域におけ
る外来種対策の推進を図ってきた。
平成 25 年 12 月にはこれまで収集・整理された
外来植物対策の実例をもとに、順応的管理や多様
な主体の連携による取組みの考え方等を「河川に
おける外来植物対策の手引き」として取りまとめ
るとともに、外来魚対策を実施しようとする多様
な主体が利活用可能な事例集として、駆除対策の
考え方や事例等を「河川における外来魚対策の事
例集」として取りまとめ、ホームページに公表し
たところである。

写真－ 1　外来植物対策の手引き等
（URL：http://www.mlit.go.jp/river/
shishin_guideline/kankyo/gairai/tebiki.html）

本稿では、河川における外来種対策の概要とし
て、河川における外来種の現状、外来種対策の考
え方、多様な主体の連携による外来種対策の事例
等を紹介する。

河川における外来種対策
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2．河川における外来種の現状
平成2年度から実施されている「河川水辺の国勢

調査（河川版）」において、国内の河川に生息・生育
する生物の情報がまとめられている。調査精度が異な
るため単純な比較は難しいが、これらの結果をみると、
調査対象の全ての河川で外来種が確認されるととも
に、主な外来種が確認された河川数は増加傾向にある。

図－ 1　主な外来種の確認河川数の推移

3．外来種対策の考え方
外来種の侵入によって起こる影響は、河川生態
系や周辺の人間活動等に甚大な被害を与え、種の
絶滅等の不可逆的な結果をもたらすことが考えら
れる。そうした影響を取り除くためには、何らか
のコストを支払う必要がある。
従って、侵入の予防が最も効率的・効果的な対応
方針と言える。また、侵入した外来種に対しては、早
期発見に努め、分布拡大前に対策を講じることで、効
果的・効率的な除去等が可能と考えられる。既に侵入・
定着し分布が広がっている外来種に対しては、影響・
被害(またはその恐れ)が大きい場合、「根絶」または「抑
制」の2通りの対応を選択する必要が考えられる。
いずれの選択でも限られたコストを有効に使う
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ためには、問題の大きい種や場所等、地域ごとに
優先順位を検討して対策を進めることが重要であ
る。また、地域共有の財産である河川における外来
種対策の実施には、地域に暮らす人々を始め、様々
な利害関係者を含めた社会の合意が必要である。
外来種を管理する上で最も重要な原則は、環境や状
況の変化に応じた順応性のある対応、すなわち「順応的
管理」を行う点である。「順応的管理」には2つの重要な
視点がある。一つ目は不確定性の認識に立ち、対策の実
行を順応的な方法で行う科学的な視点、二つ目は研究者
や市民など多様な主体の参加のもとに行う協働の視点で
ある。これらを踏まえた流れをまとめると図－3の様になる。

図－ 2　外来種の侵入段階と対策の有効性

図－ 3　順応的管理による外来植物対策の進め方

4．順応的管理の事例（外来植物対策）
以下では、行政・市民・研究者等、多様な主体
が連携した外来植物対策の事例を紹介する。

（1）鬼怒川におけるシナダレスズメガヤ対策
参加機関　東京大学保全生態学研究室、市民団体
「うじいえ自然に親しむ会」、国土交通省下館河
川事務所　等
対象地域　鬼怒川中流 104km 付近 ( 氏家地区 )
実施年度　平成 14 年～
概　　要　東京大学による鬼怒川の河原固有種に
関する研究成果及び提言を河川事務所が受けた
ことを契機に開始。市民団体の積極的な活動と、
行政、学識者との連携・協働により継続的な対
策が行われている。

写真－2　シナダレスズメガヤの一斉除去活動の様子

図－ 4　鬼怒川シナダレスズメガヤ対策に係わる取組み

行政（国） 有識者 市民・市民団体

平成21年度（2009年度）

平成15年度（2003年度）

平成13年度（2001年度）

平成14年度（2002年度）

・1900年代より鬼怒川のｶﾜﾗﾉｷﾞｸ
に着目

・研究テーマとして論文発表

国土交通省関東地方整備局
下館河川事務所

東京大学大学院保全生態学研究室

主 体

年 度

・ｶﾜﾗﾉｷﾞｸ保全
・ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策
・礫河原再生事業の検討

・ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ対策
（表土剥ぎ；ｶﾜﾗﾉｷﾞｸ
緊急保全対策事業）

うじいえ自然に親しむ会

ﾊﾟﾙｼｽﾃﾑ
東京（企
業）の駆除
作業参加

連携

連携

以前より鬼怒川のｶﾜﾗﾉｷﾞｸに着目

連携

～

平成20年度（2008年度）
連携

平成16年度（2004年度）

ﾊﾟﾙｼｽ
ﾃﾑ東京

紹介

連携
要請

：事業
：ボランティア

平成12年度（2000年度）

発足
・当初、河原固有種の保全
（・ﾐﾔｺｸﾞｻ：ﾏﾒ科植物）
（・ｼﾙﾋﾞｱｼｼﾞﾐ：上記を食草とする蝶）
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（2）天竜川流域におけるアレチウリ対策
参加機関　三峰川みらい会議、NPO法人天竜川ゆ
め会議、各地区実行委員会、長野県、市町村、企業、
一般市民によるボランティア、国土交通省天竜
川上流河川事務所　等
対象地域　天竜川・三峰川流域
実施年度　平成 11 年頃～
概　　要　市民団体主導の下で実施。河川事務所
が河川整備計画の策定に際して住民意見を広く
取り入れるため、公募を行ったことが契機。河
川整備計画の策定などを通じて、市民団体と行
政との連携が進んだ。

写真－3　ボランティアによるアレチウリ除去の様子

写真－ 4　アレチウリ除去対策の会場の様子

（3）緑川流域におけるボタンウキクサ対策
参加機関　熊本県、熊本市、嘉島町、九州東海大学、
市民団体、国土交通省熊本河川国道事務所　等
対象地域　緑川流域 ( 江津湖 )
実施年度　平成 21 年
概　　要　指定区間である江津湖において、河川
事務所の職員が自らボランティアとして呼びか
けを行い、地方自治体や多くの市民・市民団体
との連携・協働により実施。担当者の熱意に満
ちた呼びかけが地域連携を生んだ好例。

写真－ 5　市民との協働による除去作業の様子

5．順応的管理の事例（外来魚対策）
以下では、内水面漁協・行政・市民等、多様な
主体の連携による外来魚対策の先進的な事例を紹
介する。

（1）木曽三川における外来魚対策
参加機関　市民団体木曽三川フォーラム、岐阜県、
岐阜市、漁協 ( 複数 ) 、国土交通省木曽川上流河
川事務所　等
対象地域　木曽三川
実施年度　平成 21 年 9月～ 10 月
概　　要　河川整備計画策定時より、河川管理者と

図－ 5　天竜川アレチウリ対策に係わる取組み

行政（国） 有識者 市民・市民団体

・河川整備計画策定のための住民意見
とりまとめのため、市民団体を公募

・懇談会、現地見学会等開催
（天竜川12回、三峰川13回）

・天竜川：「天竜川みらい計画」Ｈ12～13
（2000～2001年）

・三峰川：「三峰川みらい計画」Ｈ9～11
（1997～1999年）

平成21年度（2009年）

平成15年度（2003年）

平成13年度（2001年）
及びそれ以前

平成14年度（2002年）

年 度

・沿川住民対象：外来植物に関する
意向把握ｱﾝｹｰﾄ

・啓発用外来植物パンフレット作成

・天竜川ゆめ会議
Ｈ12年度（200年）発足

連携

連携

～

平成20年度（2008年）

平成16年度（2004年）

：事業
：ボランティア

・「川の通信簿」：（沿川住民と
職員の現地点検）による外来
植物問題に係る合意形成

・公共工事における外来
植物未使用宣言

・外来植物ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催

図 天竜川上流アレチウリ対策に係る取り組み

：委嘱など

・冊子「天竜川の帰化
植物たち」執筆

・三峰川みらい会議
Ｈ10年度（1998年）発足

・天竜川水系河川整備計画 策定に係る
住民意見とりまとめ計画の策定

・他の市民団体らと連携
・天竜川みらい計画、三峰川みらい計画

三峰川を中心に活動

連携

連携

連携

・天竜川上流河川整備計画
に係る住民懇談会の開催

・（流域住民からの意見聴取
外来植物に関連意見含む）

・天竜川上流河川整備計画の策定

整備計画策定時の連携を経て様々な活動で密接に連携

：間接的関連事項

連携
天竜川を中心に活動

国土交通省中部地方整備局
天竜川上流河川事務所

三峰川
みらい会議

飯田市立美術
博物館

NPO法人
天竜川ゆめ会議

信州大学
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密な連絡をとってきた市民団体 ( 木曽三川フォー
ラム ( オブザーバー 木曽川上流河川事務所 )) が中
心となり、地域住民を対象とした現地講習会・外
来魚駆除釣り試験を実施。漁協が漁具の設置・回
収や運営面で協力。河川管理者(国)、県、市が広報、
情報提供、安全管理などを通じて開催に協力。

写真－ 6　駆除釣り試験の実施状況

（2）阿武隈川における外来魚対策
参加機関　外来魚対応連絡会（福島県、阿武隈川

漁業協同組合、国土交通省福島河川国道事務所
等 )、阿武隈川塾、郡山調理師会、阿武隈川サミッ
ト実行委員会、郡山市、郡山市教育委員会、日
本大学工学部土木工学科、福島県自然保護協会、
福島大学

対象地域　阿武隈川
実施年度　平成 22 年 7 月 24 日
概　　要　県、漁協、河川管理者 ( 国 ) が平成 16

年に「外来魚対応連絡会」を立ち上げ、年に 1
回程度会議を開催し情報交換などを実施。県水
産試験場が学識的な役割を担い、同連絡会の主
催により、行政関係者などを対象とした現地講
習会を開催。市民団体、市や大学などが協力し、

小学生を対象とした外来魚駆除釣り大会・学習
会・試食会等を開催。駆除対策は漁協が実施す
るほか、河川管理者が実施する環境モニタリン
グ調査や河川水辺の国勢調査 ( 魚類調査 ) のデー
タなどを情報提供。 

写真－ 7　外来魚の試食会の様子

5．河川管理における外来種問題の課題
外来種対策は、行政、市民・市民団体等を始め、

地域の様々な主体が協働で取り組んでいくことが
望まれるべきものである。特に意図的な外来種の
導入が与える影響について、今後とも水管理・国
土保全局としては、外来種問題に関する調査・研
究等を進めるとともに、地元と連携した取組を引
き続き進めて参りたい。

図－ 6　緑川流域ボタンウキクサ対策に係わる取組み

行政（国） 有識者 市民・市民団体行政（自治体）

平成21年度（2009年）

国土交通省九州地方整備局
熊本河川国道事務所

九州東海大学

年 度

・直轄 河川にお

ける外来植物
対策検討業務

連携

～

平成20年度（2008年）
及びそれ以前

：事業
：ボランティア

図 緑川流域ボタンウキクサ対策に係る取り組み

多くの市民
団体

連携

連携

：関連事項

・一斉除去活動へ
の参加

連携

熊本県
熊本市

嘉島町など

・駆除時の作業効率性の見直し
・ＪＡとの堆肥化実験

・直轄 河川にお

ける外来植物
対策

・発生源である江津湖は対策不十分
・湧水が生じﾎﾞﾀﾝｳｷｸｻの越冬場所
・熊本県の公園緑地課管轄

・事務所職員の呼びかけによる協働対策の開始

・緑川水系水草対策連絡協議会の立ち上げ
・自治体、学校、漁師等への呼びかけ
・駆除実施計画の作成、人員配置計画
・安全管理

・江津湖の水草一斉除去活動
・所長以下大勢が参加

＜平成17年度（2005年）＞
・白川・緑川水質保全協議会
・流域33の自治体等から構成
・連携した継続的対策
・一時的な増加抑制

・協議会への参加
・対策計画への協力
・ＮＰＯ、学校組織等
への呼びかけ

・駆除活動参加

・駆除植物の処分ﾙｰﾙの緩和
・ＪＡ堆肥センター

連携

連携

連携

連携

・自治体の呼び
かけに応えボ
ランティア参加


